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２ 少子化に関する市民アンケート調査報告書（一部抜粋） 

 

 

(1) 調査概要  

 

① 調査の目的 

佐世保市の子どもと子育て支援に関する将来計画を策定するにあたり、参考資料とす

るために実施したもの。 

 

② 調査対象 

佐世保市在住の１６歳～４５歳の男女個人１，５００人を、住民基本台帳から無作為

に抽出 

 

③ 調査方法 

郵送法（郵送による発送・回収） 

 

④ 調査期日 

平成１５年１１月２０日～平成１５年１２月５日 

 

⑤ 回収数 

有効回収数４２１（有効回収率２８．１％） 

 

 

(２) 分析項目  

 

① 結婚をしていない人の「少子化」に対する意識 

 

② 有配偶者の持ちたい子どもの数と実際の子どもの数 

 

③ 女性の少子化に対する意識 

 

④ 子どもをもう一人ほしい人の少子化に対する意識 

 

⑤ 「子育てにお金がかかる」という意識 
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① 結婚をしていない人の「少子化」に対する意識 

 

対象者・・・「配偶者なし＆子どもなし」１３３人 

(16－25歳88人・26－35歳30人・36－45歳15人) 

ア 年齢と職業 

16-25歳

公務員
7%

パート
5%

アルバイト
8%

学生
58%

会社員
15%

その他
2%無職

3%

不明
2%

会社員

公務員

パート

アルバイト

学生

無職

その他

不明

 

26-35歳

会社員
49%

公務員
20%

パート
7%

アルバイト
10%

学生
0%

不明
0%

その他
7%

無職
7% 会社員

公務員

パート

アルバイト

学生

無職

その他

不明

 

36-45歳

会社員
59%

公務員
7%

パート
7%

無職
13%

その他
7%

学生
0%

アルバイト
7%

不明
0%

会社員

 

公務員

パート

アルバイト

学生

無職

その他

不明
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イ 結婚のとらえかた 

「配偶者なし＆子どもなし」１３３人のうち、将来結婚するつもり（問５SQ4 で、は

いを選んだ人）は115人であり、若い世代ほど結婚への意欲は高い傾向にある。 

 

66%

86%

89%

33%

13%

7%

0%

0%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

36-45歳

26-35歳

16-25歳

将来結婚する 将来結婚しない 不明

 

無配偶者で子どものいない人133人のうちで｢結婚する」115人の理由

63.8%

23.4%

14.9%

0.0%

10.6%

6.4%

54.4%

25.0%

32.4%

4.4%

0.0%

4.4%

54.8%

47.8%

24.3%

26.1%

8.7%

0.0%

14.8%

5.2%

17.0%

38.3%

48.5%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族が欲しいから

子どもが欲しいから

楽しそうだから

一人では老後が不安だから

社会的信用を得たいから

まわりが結婚しているから

なんとなく

その他

男性

女性

全体

 
結婚したい理由に｢家族が欲しいから｣は女性よりも男性が、｢子どもが欲しいから｣は、

男性よりも女性のほうが多く選択している。 

｢まわりが結婚しているから｣を選択している人は、皆無である。 
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ウ 少子化要因と防止策について 

「配偶者なし＆子どもなし」１３３人が考える少子化の要因(複数回答)でも、｢子ど

もにはお金がかかるから｣が｢女性の社会進出が進み結婚年齢が上がったから｣と並ん

で、第一の理由にあげられている。 

また、｢結婚にメリットを感じないから｣とする人が45％、特に男性にその傾向がよ

り強いのが特徴である。 

 

少子化の要因(複数回答）

53%

21%

21%

45%

53%

5%

3%

19%

32%

6%

4%

11%

19%

21%

19%

51%

3%

3%

17%

34%

9%

3%

6%

23%

14%

22%

41%

54%

6%

3%

20%

30%

4%

4%

8%

17%

51%

48%

56%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性の社会進出が進み結婚年齢が上がった

男女の学歴差

他にやりたいことや楽しみが増えた

いい相手がいない

一人でも生きられる

結婚にメリットを感じない

養育費や教育費が高く子どもにお金がかかる

家族の協力が少ない

地域の協力が少ない

子育て支援が足りない

仕事と子育ての両立ができない

子どもの将来が不安

その他

全体(133人) 男性(52人) 女性(81人)
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少子化の要因（単数回答）

21%

6%

3%

13%

31%

3%

0%

4%

8%

1%

2%

1%

7%

1%

1%

7%

3%

1%

1%

5%

3%

3%

18%

0%

6%

1%

5%

17%

31%

2%

0%

6%

10%

0%

1%

1%

0%

26%

30%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

女性の社会進出が進み結婚年齢が上がった

男女の学歴差

他にやりたいことや楽しみが増えた

いい相手がいない

一人でも生きられる

結婚にメリットを感じない

養育費や教育費が高く子どもにお金がかかる

家族の協力が少ない

地域の協力が少ない

子育て支援が足りない

仕事と子育ての両立ができない

子どもの将来が不安

その他

全体(132人) 男性(52人) 女性(80人)
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問17少子化防止策

49

16

8

43
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13 11

4
6

69
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い

そ
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他

(人）
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② 有配偶者の持ちたい子どもの数と実際の子どもの数 

 

少子化の要因として、最近では、未婚率の増加と並んで、夫婦間の｢出生力｣の低下が

いわれている。 

本アンケート調査が示す、有配偶者の子どもの数と希望する子どもの数の関係は下記

のとおりである。 

どの対象者も子どもの実数よりは希望する子どもの数は多く、もうひとり産み育てた

いという希望は、既婚者夫婦間には根強く存在しているといえる。 

 

 

有配偶者全体 

① 子どものいない人の７割が｢子ども２人｣を希望している。 

② 子ども数１人の人は、半数が２人を、３割が３人を希望している。 

③ 子ども数２人の人では、もっとほしい人と、もう持たないと思う人の割合は、１対１

である。 

④ 子ども数３人の人は、３人でよしとする人が５割を超えるが、２割近くがもう１人（４

人）を希望している。また、希望よりも実数が多い人も２割いる。 

 

男性・有職女性・無職女性 

① ３分類間及び全体と各分類間の顕著な差異はみられない。 

② 子ども数２人の無職女性は、６割が子どもをもう１人欲しいと希望している 

③ 有職女性の希望する子どもの数の平均は１．９０人であり、有配偶者全体や男性・無

職女性と比較すると低い傾向がみられる。 

 

 

  全体２６２人 男性８６人 無職女性７６人 有職女性９４人 

子どもの実数 1.68 1.69 1.58 1.61 

子どもの希望数 2.31 2.44 2.36 1.9 
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配偶者のいる人(２６２人)の子どもの数「希望と実際」 

 

いない（３３人）

希望数２人
70%

いらない
6%

希望数４人
0%

希望数３人
6%

希望数５人
0%

希望数１人
18%

 

 
１人（６５人） 

いらない  
2% 

希望数５人  
0% 

希望数４人  
2% 

希望数３人  
31% 

希望数１人  
14% 

希望数２人  
51% 

 
 

 

希望数４人
２人（１０８人） 3%希望数３人 希望数５人

46% 0%

いらない
2%

希望数１人希望数２人
1%48%

 

 

３人（５２人） 希望数４人
17% 希望数５人

6%

いらない
0%

希望数３人
56% 希望数１人

2%
希望数２人

19%
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③ 女性の少子化に対する意識 

 

■対象者・・・ 

女性２４０人(16－25歳３１人・26－35歳１０１人・36－45歳１０８人) 

ア 年代と職業 

１６～２５歳女性職業別　３１人

会社員
33%

自営
0%

公務員
6%パート

13%

アルバイト
23%

無職
19%

その他
6%

会社員

自営

公務員

パート

アルバイト

無職

その他

 

 

２６～35歳女性職業別　１０１人

会社員
19%

自営
2%

公務員
11%

パート
23%

アルバイト
3%

無職
40%

その他
2%

会社員

自営

公務員

パート

アルバイト

無職

その他
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３６～４５歳女性職業別　１０８人

会社員
26%

自営
4%

公務員
8%

アルバイト
3%

無職
30%

その他
2%

パート
27%

会社員

 

自営

公務員

パート

アルバイト

無職

その他

 
  女性の職業の特徴 

① 16-25 歳の人は、正規職(会社員・公務員)と臨時職(パート・アルバイト)が 1：1 の割

合である 

② 無職の比率は、16-25 歳１９％ 25-35 歳４０％ 36 歳―45 歳３０％である。子育

て年齢にあたる世代の専業主婦率が高い。 

③ パート比率は 36-45 歳が２７％と、最も高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第５章 資料編 ２ 
イ 有職既婚女性と無職既婚女性の少子化に対する意識 

  対象・・・ 

「配偶者有＆職業有」(会社員・自営・公務員・パート・アルバイト)94人 

  「配偶者有＆無職」 76人 

   
  職業の有無によって、｢少子化｣に対する意識に多少の相違がある。 

① 無職の女性の 4 割が、｢女性の社会進出が進み結婚年齢が上がったから｣を少子化の

理由としているが、有職女性はわずか４％に過ぎない。 
② ｢自分の好きなことができなくなる｣「結婚にメリットを感じない」ことを少子化の

要因にあげる人は、有職女性より無職女性に多い 
③ ｢仕事との両立が出来ない」｢子育て支援の不足｣を少子化の要因にあげる人は、有

職の女性が多い。 
④ 有職も無職も｢養育費や教育費にお金がかかる｣が最も大きな少子化の要因だと考

えている。 
 

少子化になる原因

4%

19%

3%

37%

51%

12%

0%

1%

28%

12%

2%

13%

2%

9%

3%

17%

28%

68%

5%

41%

70%

17%

38%

6%

29%

30%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

女性の社会進出が進み結婚年齢が上がったから

男女の高学歴化

自分の好きなことができなくなる

いい相手がいない

一人でも生きられるようになった

結婚にメリットを感じない男女の増加

養育費や教育費にお金がかかる

家族の協力が少ない

地域の協力が少ない

子育て支援の不足

仕事と子育ての両立が出来ない

子どもの将来が不安

その他

有職既婚女性（94人） 無職既婚女性（75人）
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どうしたら少子化は止められるか

44%

12%

43%

6%

7%

0%

2%

68%

13%

2%

51%

7%

5%

6%

2%

62%

40%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子育て支援の強化

行政の経済的支援

家族の協力

地域の協力

会社の理解

少子化への意識を高める

不妊治療小児科医療医療技術の発達

男女の出会いの場を設ける

その他

有職既婚女性（94人） 無職既婚女性（76人）

 
 有職女性も無職女性も、｢行政の経済的支援｣｢子育て支援の強化｣｢会社の理解｣が、少子

化対策の 3 本柱であるとの認識は、本調査の全体傾向と変わりがない。 

 有職と無職間も、｢会社の理解｣(有職４３％・無職５１％)に若干の差がみられる。 
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ウ 子どものいる有配偶女性 

子どものいる有配偶女性の 68 人（43.6％）が無職、84 人(53.8％)が職業を持ってい

る 

子あり有配偶女性（156人）

27

6
16

34

1

68

2 2
0

10
20
30
40
50
60
70
80

会
社
員

自
営

公
務
員

パ
ー

ト

ア

ル
バ
イ
ト

無
職

そ
の
他

不
明

（人）

 
 

子育て中の女性が配偶者に望むこと

54.2%

9.7%

50.7%

11.9%

52.5%

49.6%

10.8%

45.8%

58.3%

48.6%

8.3%

50.7%

47.8%

38.8%

7.5%

46.8%

48.9%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子どもの世話

買物等外出時に子どもをみている

配偶者の話を聞く（ぐち・悩み）

家事(料理・洗濯・掃除等）

その他

望まない

働く母親７２人 無職母親６７人 全体１３９人

 

 

 配偶者に期待するものは、｢子どもの世話｣｢外出時に子どもをみる｣｢話を聞く｣は有職、

無職ともに同じ割合であるが、家事を期待する人は、有職女性に多い傾向が見られる。 
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④ 子どもをもう一人ほしい人の少子化に対する意識 

 

対象・・・子どもが欲しい有配偶者 男性46人 女性80人 

 

問17どうしたら少子化が止められると思いますか（複数回答）
（子どもがもう一人欲しい既婚者126人）
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問19子どもをつくるためには、何が必要だと思いますか（複数回答）
（子どもがもう一人欲しい既婚126人）
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問19S.1子育て支援で必要だと思うもの（61人）
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問10あなたの職場は育児に理解があると思いますか

21 23
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男性(46人中)

 

女性(80人中)

いいえ 配偶者は働いていない

男性(46人中)

女性(80人中)

配偶者の職場の育児に対する理解

32.5 24.642.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい

 

問12配偶者の方の職場は育児に理解があると思いますか
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第５章 資料編 ２ 
⑤ 「子育てにお金がかかる」という意識 

 

対象・・・ 

子どもを欲しいと思わない理由に｢経済的にむずかしい」を選んだ人(１０６人)、子ど

もは欲しいがつくるつもりはない理由に「経済的にむずかしい」を選んだ人(２７人) 

計１３３人(男性55人 女性88人) 

経済的理由を少子化要因としてあげた人の特徴1（有配偶者性別）

70.9

31.368.8

29.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有配偶男性

有配偶女性

経済的理由が少子化要因である 経済的理由が少子化要因でない

 

経済的理由を少子化要因としてあげた人の特徴2（無配偶者子どもの有無）

77.8

50.449.6

22.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無配偶子あり

無配偶子なし

経済的理由が少子化要因である 経済的理由が少子化要因でない

 

経済的理由を少子化要因としてあげた人の特徴3（配偶者の有無）

43.9

68.431.6

56.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者あり

配偶者なし

経済的理由が主な少子化要因である 経済的理由が主な少子化要因でない
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